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ズームイン青春JustNow 11月3日
県民公園太閤山ランドで国際青年

年を記念した若人の祭典「ズームイ

ン青春ジャストナウ」が開催されま

した。

テレビでおなじみの徳光和夫アナ

ウンサーの言いたい放談や、歌手の

伊藤敏博さんのオンステージ、ミス

IYYコンテストなど盛り沢山の内

容で観衆を楽しませました。



祖
先
の
故
郷
を

尋
ね
る
人
た
ち

石
崎

直
義

今
夏
七
月
十
日
、
茨
城
県
結
城
市

武
井

・
木
下
、
同
県
猿
島
郡
三
和
な

ど
か
ら
、
二
十
八
名
の
方
々
が
先
祖

の
郷
里
を
尋
ね
て
、
は
る
ば
る
東
砺

波
郡
井
口
村
に
来
訪
さ
れ
た
。

そ
の
昔
、
天
明
二

1
七
年
に
わ
た

る
大
飢
鐘
と
天
保
四
年
以
来
四
年
間

続
い
た
大
飢
鐘
が
発
生
。
関
東
の
常

陸

・
下
野
(
茨
城

・
栃
木
)
で
は
、

農
民
が
再
起
に
失
望
し
て
江
戸
ヘ
脱

出
し
、
人
口
が
減
少
し
て
田
畑
が
荒

廃
。
支
配
藩
は
苦
悩
し
た
。
越
中
で

も
同
様
に
貧
農
の
人
々
は
非
常
に
窮

乏
し
た
。
か
か
る
社
会
相
を
看
取
し

て
、
常
陸
国
稲
田
の
真
宗
派
西
念
寺

二
十
一
世
住
職
良
水
は
、
念
仏
信
仰

に
篤
く
、
純
真
・
勤
勉
な
北
陸
農
民

誘
致
を
打
開
策
と
し
て
実
施
し
た
。

越
中
の
貧
農
た
ち
も
こ
れ
に
応
じ
て
関

東
ヘ
開
墾
移
住
し
て
い
っ
た
。
併
し
、

加
賀
藩
で
は
農
民
の
出
国
を
厳
し
く

禁
じ
て
い
た
た
め
、
秘
か
に
脱
出
し

て
い
っ
た
の
で
「
逃
散
百
姓
」
「
走
リ

人
」
と
い
わ
れ
て
哀
れ
な
汚
名
を
負

っ
た
。
さ
ら
に
、
移
住
先
の
先
住
農

民
た
ち
は
、
越
中
農
民
が
浄
土
真
宗

門
徒
と
し
て
念
仏
信
仰
に
篤
く
、
辛

抱
強
く
勤
勉
に
働
く
の
を
嫌
い
、
「
加

賀
っ
ぽ
」
(
加
賀
藩
領
民
)
「
い
つ
こ
う
」

(
一
向
宗
信
者
)
「
新
百
姓
」
と
呼
ん

で
さ
げ
す
み
、
村
民
づ
き
あ
い
を
拒

ん
だ
り
し
て
苦
し
め
た
。
こ
の
た
め
、

移
住
者
た
ち
は
定
住
し
て
も
、
出
身

地
の
国
・
郡
・
村
の
名
を
明
示
せ
ず
、

あ
い
ま
い
な
当
て
字
を
用
い
た
。

し
か
る
に
、
明
治
維
新
を
迎
え
て

四
民
平
等
と
な
り
、
先
祖
の
出
身
地

名
を
公
表
し
て
も
樺
る
こ
と
が
無
く

な
っ
た
。
つ
い
で
明
治
五
年
に
全
国

総
体
の
「
壬
申
戸
籍
」
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
、
名
前
に
苗
字
を
つ
け

る
と
き
、
先
祖
の
故
郷
の
名
を
慕
っ

て
、
そ
の
村
名
を
姓
に
し
た
人
々
が

多
か
っ
た
。
先
般
、
井
口
村
を
訪
ね

た
人
々
の
曽
祖
父
の
中
に
は
、
出
身

郷
里
の
井
口
村
の
池
田

・
中
村
(
現

在
川
上
中
)
の
名
を
苗
字
に
し
た
人

人
が
あ
っ
た
。
現
在
、
武
中
地
方
に

池
田
姓
が
三
十
数
戸
あ
る
と
い
う
。

こ
れ
を
因
縁
に
し
て
今
般
の
来
訪
と

な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

井
口
村
で
も
、
歓
迎
し
て
目
下
「
村

史
」
編
纂
中
の
こ
と
と
て
早
速
い
ろ

い
ろ
と
確
認
調
査
に
努
め
た
が
、
先

方
か
ら
の
持
参
の
参
考
資
料
も
少
な

く
、
し
か
も
先
祖
の
名
が
単
に
何
右

衛
門

・
何
兵
衛

・
何
作
と
い
い
伝
え

る
の
み
で
、
僅
か
二
、
三
家
が
本
家

と
の
つ
な
が
リ
が
判
明
し
た
に
過
ぎ

ず
、
心
残
り
で
あ
っ
た
。
今
後
、
相

互
の
町
村
に
て
資
料
の
探
索
に
努
め

て
、
吉
報
を
侠
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
他
の
町
村
に
も
同
様

の
事
例
が
か
な
リ
多
い
よ
う
で
あ
る
。

私
見
な
.
か
ら
、
現
在
法
律
に
て
閲
覧

を
許
さ
れ
な
い
が
寸
壬
申
戸
籍
」
の

原
本
に
て
、
解
決
の
手
が
か
り
の
把

握
を
期
待
し
て
み
た
い
。
む
つ
か
し

い.か

一
つ
の
課
題
で
あ
る
。

(越
中
史
壇
会
副
会
長
)

4

『井
口
村
赤
祖
父
池

十
月

一
日
開
園
し
た
野
鳥
の
園
(
富

山
市
三
ノ
熊
地
内
)
で
十

一
月
一一一
日
探

鳥
会
が
聞
か
れ
、
県
内
の
野
鳥
観
察
愛

好
家
が
多
数
参
加
し
ま
し
た
。

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
(
探
鳥
)
に

必
要
な
も
の
は
、
双
眼
鏡
、
図
鑑
、
筆

記
具
な
ど
で
す
が
、
鳥
を
驚
か
さ
な
い

」
と
や
自
然
を
汚
き
な
い
気
配
り
も
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
双
眼
鏡
は
、
軽
く
て
八
倍

程
度
の
も
の
が
便
利
で
す
。
図
鑑
は
、

知
ら
な
い
烏
の
判
定
に
使
い
ま
す
が
、

q 

日
頃
よ
く
見
か
け
る
鳥
を
確
実
に
覚
え

そ
の
鳥
を
種
類
判
別
の
も
の
さ
し
に
使

い
ま
す
。
大
き
さ
、
体
形
、
色
、
鳴
き

声
を
覚
え
て
お
け
ば
、
便
利
で
す
。
ノ

ー
ト
に
は
何
で
も
記
入
し
ま
し
ょ
う
。

月
日
、
場
所
、
鳥
の
数
、
種
類
、
知
ら

な
い
鳥
を
見
た
時
は
、

ス
ケ
ッ
チ
し
た

り
、
色
や
形
な
ど
を
メ
モ
し
て
お
き
後

で
図
鑑
で
照
合
し
ま
す
。

準
備
が
と
と
の
っ
た
ら
、
き
あ
、

で

か
け
ま
し
ょ
う
。



F -

世
紀
を
め
ざ
し
た
新
し
い
県
づ
く
り

置
59.12 

60.11 

十

昭和59年12月~昭和60年11月の主な出来事

60.11 1 

17 

20 

17 1 I雪と人・ くら し」 シンポジウム

高等教育機関整備推進委員会

樹)富山県沿岸漁業振興公社栽培漁業センター起工

式

19 1第 2回富山県緑花推進県民会議で「富山県グリー

主な出来事

12月定例県議会開会(-12.19)

消費生活センターが富山市安住町に移転

畜産試験場で受精卵移植による双子の和牛が誕生

情報教育研究協議会から中間報告書提出される

21 1第 2回富山県高等学校生徒等海外派遣団(イギリ

ス・フランス・イタリ ア) 出発(-60.1.5) 

第12回富山県青年海外セ ミナー(大韓民国)結団壮

行式(-1.6)

8 1中央病院基本構想検討委員会

専決処分によ る除雪費追加補正

国際青年年推進大会

23 1富山県科学技術会議

24 1総合雪対策に関する市町村長会議

25 1総合雪対策に関する関係団体長会議

27 1県営上市川第 2発電所一部営業運転開始

2 1 5 1名水等検討委員会

ンフ。ラン」カ対夫まる

25 1第 2回21世紀の博物館をえがく懇話会

2月定例県議会開会 (-3.22)

3 1 23 1名水等検討委員会(利 き水会)

富山県総合雪対策条例制定

運転教育センター内に交通安全自転車練習コース

18 

19 

28 

17 

19 
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。

県
民
が
心
か
ら
生
き
が
い
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
活
力
と
温
か
い
心
に
満

ち
た
美
し
い
ふ
る
さ
と
を
創
造
す
る
た
め
、
富
山
県
は
、
二
十
一
世
紀
に
向
っ

て
着
実
な
歩
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

豊
か
な
発
展
の
可
能
性
に
恵
ま
れ
た
県
は
、
こ
の
可
能
性
を
開
花
さ
せ
、
実

を
結
ば
せ
る
た
め
県
民
一
人
ひ
と
り
が
新
し
い
飛
躍
へ
の
決
意
を
も
っ
て
新
し

い
県
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

県
政
の
運
営
に
つ
い
て
も
、
県
民
に
聞
か
れ
た
県
民
本
位
の
県
政
、
先
見
性

に
満
ち
た
計
画
県
政
の
推
進
が
基
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。

富
山
県
民
総
合
計
画
に
も
と
づ
い
た
「
明
日
を
拓
く
人
づ
く
り
」「
魅
力
あ
る

郷
土
づ
く
り
」「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」
の
三
大
政
策
の
歩
み
の
一
年
を
ふ
り

2
 

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

企富山学園竣工(60.4.19)

3 

4 1 1 1富山エフエム放送制が開局

花 と緑のテ レフォンガイドスター ト

いきい き富山観光キ ャンペーン '85スター ト

111国立高岡短期大学起工式

19 1富山学園竣工式

25 1第36回富山県植樹祭

28.2到同際青年年(IYY)記念10唱OOOkm歩行キャ ンペーン

日中友好富山県民の翼壮行式(-5.13)

側富山県置県百年記念財団「とやま1'tJ贈呈式

側富山技術開発財団富山技術交流~ ン ター竣工

富山県総合開発審議会計画推進部会

総合体育センター温水プール棟竣工

1 1県民会館新装オープン

第 2岡県政モニター会議開催

全国治水大会富山大会

7 I第 1回情報公開懇話会
8 1薬事研究所定礎式

15 1ポスター トリエンナーレ ・ト ヤマ'85展開会

6月定例県議会(-6.28)

いきいき富山観光と物産まつり

27 1 とやま トレードフェア'85開f佳
藤田弘志副知事就任

東海北陸自動車道福光~砺波問中心抗打式

9 I井波町で知事のまちまわり ・語るつどい開催
12 1県庁別館起工式

14 1ブラジルサンパウロ州 との友好提携協定締結調印

団出発(-7.31)

ブラジルサンパウロナト|と富山県が友好県州締結

第35回全国ナシ研究大会開催

第 1回林業試験場整備基本構想検討委員会開催

北アルプス朝日小屋、富山県白馬朝 11管理セ ンタ

※ 5ページへ続く

がオープン

26 

28 

1 

10 

司司同町圃圃圃・

21 

22 

8 1 とやま国際フォーラム開催

第 3回21世紀の博物館をえがく懇談会

黒部市で知事のまちまわり ・語るつどい

18 

20 

23 

28 

11 

13 

17 

21 
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交換式

主な出来事

ータ竣工式

富山国際高校演劇祭開会(-8.4)

2 I第 2回情報公開懇話会
5 I八尾中核工業団地へ誘致 国際電気協定
6 I富山県総合雪対策推進会議開催
7 I富山県海洋総合利用研究会議開催
7 I富山県海域総合利用技術開発モデル調査委員会
10 I第羽田県体夏季大会(-8.12)
12 I行政改革検討委員会
12 I魅力あるまちづくり委員会
13 I I生涯スポーツプラン」策定
中国遼寧省スポーツ交流派遣団出発(-8.21)

潜水調査船「しんかい2000J富山新港に寄港

20 I北陸東北新幹線即時着工要求総決起大会開催
(東京)

平村・上平村で知事のまちまわり・語るつどい

高度情報シンポジウム開催

25 I国際青年年記念第34回富山県青年大会

8 I 1 

14 

16 

月 |日

明
日
を
拓3
く

富山国際高校砂

演劇祭お別れ
パーティー(60.8.4)

人
ホ
つ
く
り

...全国ピーチバレーボール大会(60.9.22)

近
年
の
生
活
環
境
の
変
化
か
ら
、
健
康

の
保
持
増
進
や
体
力
の
向
上
を
図
る
た
め

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動

へ
の
欲
求
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
県
で
は

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
の
長
期
的
総

合
的
見
地
に
立
っ
た
プ
ラ
ン
、
「
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
0

フ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
ほ
か
、
第
六

回
北
信
越
国
民
体
育
大
会
な
ど
全
国
レ
ベ

ル
の
競
技
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
温

水
プ

l
ル
棟
が
オ
ー
プ
ン
し
、
中
ア
リ

l

ナ

・
研
修
棟
の
設
計
も
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。ま

た
、
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
や
常

願
寺
川
公
園
等
の
整
備
が
進
ん
だ
ほ
か
、

保
健
所
等
で
の
胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
検
診

体
制
の
整
備
、
「
が
ん
登
録
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
の
予
備
調
査
の
実
施
な
ど
健
康
づ

く
り
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の
建
設
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
県
民
会
館
を

一
層
充
実
し
た
文

化
施
設
と
し
て
新
装
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し

た
。心

の
や
す
ら
ぎ
、
潤
い
を
求
め
る
県
民

の
ニ

l
ズ
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。

県
立
近
代
美
術
館
で
ア
ジ
ア
で
初
の

第

回
世
界
ポ
ス
タ
ー

・
ト
リ
エ
ン
ナ

l
レ
ト
ヤ
マ
別
」
を
開
催
す
る
な
ど
芸
術

鑑
賞
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

'85まちづくりシンポジウム開催

富山県福光町射撃場竣工

北信越国民体育大会開催される (-9.9)

総合開発審議会計画推進部会

2 I肉用牛改良増殖センター建設用地取得に伴う覚書
調印

3 I黒部市で富山県総合防災訓練実施
上市川第 2ダム竣工式

第40回国体夏季大会富山県選手団結団壮行式

12 I富山県総合雪対策推進会議開催
生誕100年アルプ展開会(-10.20)

9月定例県議会開会(-9.27)

22 I富山県経済交流促進調査団中国遼寧省へ出発
(-10.2) 

28 I富山県農業等技術交流促進調査団中国遼寧省へ
出発(-10.7)

30 I薬事研究所小杉町に移転し竣工10月 1日オープン
臼中ダム定礎式

県民公園野鳥の園開園

青年の翼(西ドイツ・オーストリア)婦人の翼

(西ドイツ ・イギリス)結団壮行式'-10.15)

5 I山岳警備隊20周年記念式、公開訓練
8 I第 1回富山県育樹祭を頼成の森で開催
12 I富山県公文書センター(仮称)起工
14 I日本雪氷学会秋季大会富山市で開催

22 

23 

28 

28 

7 

12 

13 

13 

北陸の雪を考えるシンポジウム開催

第44回日本公衆衛生学会開催

第40回国体秋季大会結団壮行式

富山県総合雪対策推進会議開催

19 I第 2回特産王国とやまフェスティパル開催
(-10.20) 

21 I産業情報シンポジウム開催
23 I農業試験場果樹試験場竣工式

30 

17 

18 

15 

16 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
層
の
振
興
を

図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
カ
レ
ッ
ジ

の
開
設
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l
の
設
置
等

を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
化
社
会
を
背
景
と
し
て
、
今
後
入

所
需
要
の
増
大
が
予
想
さ
れ
る
特
別
養
護

老
人
ホ

l
ム
に
つ
い
て
は
、
地
域
パ
ラ
ン

ス
に
配
慮
し
つ
つ
整
備
を
す
す
め
て
い
ま

す。
障
害
の
あ
る
方
々
に
対
し
て
は
、
身
体

障
害
者
の
生
活
環
境
の
改
善
、
社
会
参
加

等
を
総
合
的
に
進
め
る
た
め
の
事
業
を
行

い
ま
し
た
。

4 

生
涯
学
習
へ
の
意
欲
に
こ
た
え
、
県
民

大
学
校
に
郷
土
を
学
ぶ
講
座
や
情
報
教
育

に
関
す
る
講
座
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
急
増
期
に
対
応
す
る
た
め

大
門
高
等
学
校
を
新
設
し
、
来
春
開
校
し

ま
す
。
ま
た
、
国
立
高
岡
短
期
大
学
で
は

学
生
募
集
が
始
ま
り
、
地
域
産
業
と
密
着

し
た
、
実
学
中
心
の
学
科
を
持
ち
、

一
般

社
会
人
の
生
涯
学
習
に
も
応
え
る
短
大
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

社
会
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
県
民

ま
た
、
国
際
青
年
年
を
記
念
し
て
富
山

国
際
高
校
演
劇
祭
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
未
来
を
指
向
す
る
博
物
館
の

基
本
構
惣
を
ま
と
め
る
た
め
、
「
富
山
県
民

総
合
博
物
館
基
本
構
想
策
定
委
員
会
」
を

設
置
し
、
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

今
年
は
「
国
際
青
年
年
」
、
そ
し
て
ま
た
、

「
国
連
婦
人
の
十
年
」
の
最
終
年
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
青
少
年

・
婦
人
の
社
会
参

加
事
業
が
大
き
く
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

23 Iハンガ、リーハイドピハール州副知事来庁
朝日町で知事のまちまわり・語るつどい

一日部長実施

29 Iイメージディレクター会議開催
30 I一 日庁議実施
第 1回富山県総合博物館基本構想策定委員会

31 I第21回全国身体障害者スポーツ大会結問壮行式
第13回花と緑の大会

国際青年年記念若人の祭典

5 

30 

11 I 1 
3 

15 Iノfイオテクノロジーシンポジウム
15 I大門町で知事のまちまわり ・語るつどい
29 I第 4回富山県情報公開懇話会

24 

25 



心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

県
土
美
化
、
そ
し
て
日
本

一
の
花
と
緑

の
県
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
「
富

山
県
グ
リ
ー
ン
0

フ
ラ
ン
」
を
ま
と
め
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
花
と
緑
を
つ
く
る
、
親

し
む
、
育
て
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
が
「
国
際
森

林
年
」
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
第

一
回
富

山
県
育
樹
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
生
活
の
安
定
向
上
を
図
る

た
め
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
消
費

者
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

冬
期
積
雪
時
に
お
け
る
生
活
環
境
、
経

済
活
動
を
無
雪
期
と
同
じ
よ
う
に
確
保
す

る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で
す
。
富
山
県
総

合
雪
対
策
条
例
が
施
行
さ
れ
、
雪
の
克
服

は
も
と
よ
り
雪
の
積
極
的
な
利
用
ま
で
、
「
雪

に
強
い
県
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
資
源
の
活
用
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
河
川
総
合
開
発
事
業
も
進
ん
で
い

ま
す
。

生

活

基

盤

の

充

実

快
適
な
生
活
を
営
む
た
め
、
上
下
水
道

の
整
備
、
雪
に
強
い
住
宅
、
良
質
な
住
宅

問
し
ま
し
た
。
ま
た
、
七
月
十
八
日

(日

本
時
間
で
は
十
九
日
)
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
と
の
聞
に
友
好
県
州
を
締
結
し
ま

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
青
年
の
翼
、
婦
人
の
翼
等

の
海
外
派
遣
や
「
と
や
ま
国
際
フ
ォ

l
ラ

ム
」
の
開
催
な
ど
国
際
交
流
事
業
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

等
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
環
境
の
実
態
把
握
と
計
画

的
な
管
理
に
よ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
に

努
め
ま
し
た
。

総
合
交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
懸
案
の
群

馬
県
の
ル
ー
ト
問
題
が
解
決
し
、
年
内
に

も
認
可
申
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
財
源

6 

問
題
等
に
つ
い
て
の
結
論
を
待
っ
て
認
可

し
着
工
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
に
つ
い
て
は
、
北
陸
自
動
車

道
の
朝
日

I
・
C
か
ら
新
潟
県
境
の
建
設

が
推
進
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東
海
北
陸
自

動
車
道
の
福
光
l

砺
波
間
の
中
心
杭
打
ち

も
終
り
ま
し
た
。

県
内
基
幹
交
通
網
に
つ
い
て
も
、
効
率

的
、
合
理
的
な
も
の
と
な
る
よ
う
着
々
と

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

友
好
県
省
を
締
結
し
た
中
国
遼
寧
省
に

「
日
中
友
好
富
山
県
民
の
翼
」
一
行
が
訪

フ



企技術交流センター
オープン(60.5.21) 

活
力
あ
る

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が

高
年
齢
者
特
別
求
人
開
拓
員
の
配
置
な
ど

に
よ
り
離
職
者
の
再
就
職
の
促
進
と
雇
用

の
安
定
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
職
業
訓
練
の
面
で
は
、
技
術
革

新
、
設
備
の
高
度
化
に
対
応
し
、
メ
カ
ト

ロ
ニ
ク
ス
関
連
科
目
の
充
実
に
努
め
ま
し

た。
d

可
知
事
の
ま
ち
ま
わ
り

プ
ロ
ロ
ー
グ 産

業
づ
く
り

技

術

立

県

技
術
革
新
は
、
経
済
社
会
を
発
展
さ
せ

る
原
動
力
で
あ
り
、
厳
し
い
内
外
環
境
の

変
化
に
対
応
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

県
内
の
果
樹
生
産
の
中
核
と
な
る
果
樹

試
験
場
の
整
備
拡
充
、
薬
事
研
究
所
の
新

築
移
転
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
も
現
在
、

高
岡
市
二
上
地
内
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
ほ
か
、
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応
す

る
各
種
の
施
策
を
講
じ
ま
し
た
。

農

林

水

産

業

の

振

興

米
づ
く
り
を
中
心
と
し
た
本
県
の
農
業

は
、
活
力
あ
る
県
守
つ
く
り
の
た
め
の
基
盤

的
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ほ
場
の
大

型
化、

関
連
水
路

・
農
道
の
整
備
等
を
す

す
め
足
腰
の
強
い
農
業
の
振
興
を
図

っ
て

い
ま
す
。

水
産
業
で
は
公
社
方
式
に
よ
る
栽
培
漁

業
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
つ
く
り
育
て
る

タロウは、

砂
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
写
真
集

「
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
と
や
ま
」
発
行

伝

聞かれた

県政の展開

新
し
い
県
.
づ
く
り
は
、
県
民
す
べ
て
の

積
極
的
な
参
加
と
協
力
に
よ
っ
て
推
進
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

県
政
に
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

を
反
映
し
よ
う
と
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
等
の
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
活
用
に
よ

り
幅
広
い
広
報
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
政
パ
ス
教
室
、
知
事
の
ま
ち
ま
わ

り

・
語
る
つ
ど
い
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議
、

県
政
世
論
調
査
、

一
日
庁
議
な
ど
多
く
の

公
聴
活
動
も
実
施
し
ま
し
た
。

漁
業
の
推
進
が

一
層
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
道
等
、
森
林
関
連
産
業
の
基

盤
整
備
も
図
り
ま
し
た
。

創
造
性
豊
か
な
工
業
の
育
成

富
山
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
拠
点
と
し
て
人

と
技
術
の
交
流
の
場
と
な
る
富
山
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
八
尾
中
核
工
業
団
地
も
第
二
期
造

成
工
事
が
進
め
ら
れ
先
端
技
術
産
業
の
立

地
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
企
業
誘
致
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
等
と
緊
密
な
連
携
の
も

と
に

一
段
と
強
力
な
推
進
を
図
っ
て
い
ま

す
。

B 

ま
た
、
中
小
企
業
や
地
場
産
業
の
振
興

に
も
努
め
ま
し
た
。

第

三

次

産

業

の

振

興

「
観
光
と
や
ま
」
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
「
い
き
い

き
富
山
観
山
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
し
た
。

」
の
ほ
か
、
新
た
に
商
庖
街
活
性
化
モ

デ
ル
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ

l
ト

構
想
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

雇

の

r-A-唱

え

安

用

中
高
年
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
依

¥札
企県政モニター会議(60.6.4)

g 

情
報
公
開
制
度
に
つ
い
て
は
、
懇
話
会

を
設
置
し
検
討
を
進
め
て
い
る
ほ
か
公
文

書
セ
ン
タ
ー
建
設
に
着
工
す
る
な
ど
、
昭

和
六
十
二
年
実
施
に
む
け
て
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
と
や
ま
の
心
を
表
現
し
た

公
募
に
よ
る
写
真
集
の
製
作
配
付
、
県
ゆ

か
り
の
著
名
人
の
お
知
恵
を
拝
措
す
る
イ

メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
制
度
な
ど
、
全
国

に
誇
り
う
る
ふ
る
さ
と
守
つ
く
り
の
た
め
の

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
作
戦
を
展
開
し
て
い
ま
す
。



昌
自
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
は

み
ん
な
の
協
力
で

と
し
て
有
機
的
に
機
能
す
る
よ
う
、

計
画
的
な
除
排
雪
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

パ
ス
路
線
に
つ
い
て
は
優
先
的
に

除
雪
し
、
停
車
帯
や
す
れ
違
い
に
必

要
な
空
間
の
確
保
も
図
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
道
路
網
確
保
の
た
め

に
は
、
早
朝
除
雪
を
最
重
点
と
し
ま

す
が
、
日
中
除
排
雪
に
つ
い
て
も
降

雪
強
度
や
堆
雪
状
況
に
あ
わ
せ
出
動

時
期
を
適
切
に
判
断
し
、
早
期
除
排

雪
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
・
グ
レ

l

ダ
ー
や
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
を

組
合
せ
た
、
よ
り
効
果
的
な
除
排
雪

も
実
施
し
ま
す
。

昨
年
に
比
べ
、
豪
雪
時
に
お
け
る

緊
急
確
保
路
線
を
六
十
九
キ
ロ
増
や

し
、
全
体
で
千
三
百
八
十
キ
ロ
(
全

体
除
雪
計
画
延
長
の
六
十
四
辺
)
と

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
交
通
量
の
多

い
主
要
都
市
間
道
路
や
主
要
な
駅

医
療
施
設
・
そ
の
他
重
要
な
公
共
施

設
へ
通
じ
る
道
路
に
つ
い
て
は
、
特

別
重
要
路
線
と
し
て
最
重
点
対
策
を

と
り
、
豪
雪
時
に
お
い
て
も
原
則
と

し
て
常
に
、

二
車
線
は
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
拡
幅
除
雪
困
難
な
市
街
地
、

人
家
連
担
部
の
狭
い
道
路
の
交
差
点

に
お
い
て
は
、
特
に
運
搬
排
雪
の
強

化
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今

冬
は
昨
年
よ
り
二
十
六
キ
ロ
増
や
し

七
十
二
キ
ロ
を
運
搬
排
雪
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
急
勾
配
・
急
カ

l
ブ
・
橋

梁
・
高
架
橋
の
取
付
部
及
ぴ
日
陰
部

な
ど
路
面
凍
結
に
よ
り
ス
リ
ッ
プ
し

交
通
渋
滞
が
生
じ
る
恐
れ
の
あ
る
区

間
に
つ
い
て
は
、
凍
結
防
止
剤
の
散

布
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

」
れ
ら
除
排
雪
の
水
準
向
上
の
た

め
、
機
械
力
の
充
実
・
強
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
・
グ
レ

ー
ダ

l
・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど

県
保
有
機
械
・
民
間
借
上
機
械
を
含

め
、
常
時
は
四
百
六
十
台
の
確
保
を
、

豪
雪
時
に
は
さ
ら
に
九
百
九
十
四
台

を
追
加
借
上
げ
す
る
よ
う
計
画
し
て

お
り
、
弾
力
的
か
つ
強
力
な
除
排
雪

体
制
で
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
備

え
て
い
ま
す
。

県
保
有
機
械
に
つ
い
て
は

タ
リ

l
除
雪
車
・
除
雪
ト
ラ
ッ
ク

大
型
グ
レ
ー
ダ
ー
や
凍
結
防
止
剤
散

布
車
な
ど
十
三
台
(
そ
の
他
更
新
五

台
)
増
強
し
、
計
百
七
十
五
台
と
し

ま
し
た
。
特
に
大
型
グ
レ
ー
ダ
ー
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
行
っ
た
「
高
能

率
圧
雪
除
去
機
械
の
開
発
」
の
研
究

H
今
冬
の
除
雪
計
画
H

い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
季
節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
雪
の

少
な
い
年
で
も
、
平
野
部
に
は
数
十
セ
ン
チ
の
雪
が
積
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

県
で
は
、
過
去
の
豪
雪
等
の
教
訓
を
生
か
す
と
と
も
に
、
全
国
に
先
が

け
て
制
定
さ
れ
、
こ
の
九
月
か
ら
施
行
と
な
っ
た
「
富
山
県
総
合
雪
対
策

条
例
」
に
基
づ
い
て
、
雪
対
策
の
様
々
な
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
雪
を
克
服
し
、
快
適
な
冬
を
す
ご
す
た
め
の
最
重
点
は
、

道
路
の
除
排
雪
で
す
。
今
冬
も
道
路
除
雪
計
画
を
策
定
し
、
十
二
月
一
日

か
ら
、
来
年
の
三
月
末
ま
で
県
道
路
除
雪
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
す
。
い

つ
で
も
出
動
で
き
る
体
制
を
整
え
、
一
層
の
除
排
雪
レ
ベ
ル
の
向
上
に
努

め
で
い
ま
す
。

除
雪
計
画
で
は
、
雪
崩
等
に
よ
る

除
雪
不
可
能
区
間
や
県
民
の
日
常
生

活
・
産
業
経
済
活
動
等
に
特
に
支
障

と
な
ら
な
い
区
間
を
除
き
、
全
て
除

雪
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
今
冬
は

昨
年
よ
り
四
キ
ロ
増
や
し
二
千
百
五

十
五
キ
ロ
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

県
管
理
道
路
延
長
の
約
九
十
一
向
に
あ

成
果
を
生
か
し
四
台
の
導
入
を
行

っ

た
も
の
で
す
。

歩
道
除
雪
に
つ

い
て
は
、
そ
の
幅

員
の
狭
き
や
街
路
樹

・
電
柱
な
ど
障

害
物
も
多
く
、
実
施
上
種
々
の
問
題

が
あ
る
た
め
試
験
施
工
と
し
て
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

@
……
 

ロ
ー

守口

た
り
ま
す
。

な
お
、
県
の
除
雪
車
が
出
動
す
る

基
準
は
、
原
則
と
し
て
新
し
い
降
雪

が
十
セ
ン
チ
と
な

っ
た
と
き
で
す
。

市
街
地
内
道
路
や
都
市
聞
を
結
ぶ

主
要
な
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
、
優

先
的
な
除
排
雪
を
行
い
ま
す
。
こ
の

際
、
国
・
市
町
村
と
も
連
携
調
整
し

除
雪
路
線
が
適
切
な
、不
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
国
・
市
町
村
と
も
連

携
し
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
も
得

な
が
ら
今
冬
は
昨
年
よ
り
九
十
三
キ

ロ
増
や
し
、
百
六
十
二
キ
ロ
に
つ
い

て、

一
冬
に
三
回
程
度
は
実
施
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

特
に
歩
行
者
の
多
い
駅
・
バ
ス
停

学
校
・
保
育
所
や
そ
の
他
公
共
施
設

等
へ
通
じ
る
歩
道
を
重
点
と
し
て
い

ま
す
。

‘・ー
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市
街
地
や
人
家
連
担
部
・

交
差
点

な
ど
、
機
械
除
排
雪
の
ネ

ッ
ク
と
な

っ
て
い
る
箇
所
に

つ
い
て
は
、
消
雪

つ
い
て
、
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
が
円

滑
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
今
年
度
は
十
四
市
町
村
二
十
地

区
に
お
い
て
小
型
除
雪
機
械
等
の
整

備
を
行
い
ま
す
。

仰
や
め
て
ほ
し
い
路
上
駐
停
車

除
雪
作
業
の
最
大
の
障
害
は
路
上

駐
停
車
で
す
。
狭
い
雪
道
、
除
排
雪

に
支
障
と
な
る
路
上
駐
停
車
は
絶
対

に
や
め
て
下
き
い
。

附
道
路
へ
の
雪
出
し

装
置
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
本

年
中
に
二
十
五
キ
ロ
設
置
し、

今
冬

は
総
延
長
二
百
三
十

一
キ
ロ
が
そ
の

効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

ま
た
雪
崩
多
発
区
間
に
は
、
ス
ノ

屋
根
雪
等
は
、
道
路
へ
捨
て
な
い

で
下
さ
い
。
な
お
、
町
内
会
な
ど
で

一
斉
に
雪
お
ろ
し
を
す
る
時
は
あ
ら

か
じ
め
市
町
村
や
最
寄
り
の
県
土
木

事
務
所
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

間
流
雪
溝
の
計
画
的
な
使
用

流
雪
溝
は
、
排
雪
に
は
た
い
へ
ん

便
利
な
も
の
で
す
が
、
し
ば
し
ば
水

が
あ
ふ
れ
床
下
浸
水
に
な
る
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま
す
。
あ
ら

か
じ
め
地
区
相
互
で
話
し
合
う
な
ど

‘F流
雪
溝
は

計
画
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

ー
シ
エ
ッ

ド
や
柵
等
を
設
置
し
て
、

安
全
な
冬
期
交
通
の
確
保
に
努
め
て

い
ま
す
ハO

高
岡
線

富
山
市
五
福
地
区
の
歩
道

(電
停
終
点

1
富
山
大
学
正
門
前
)

で
実
施
し
ま
す
。

-
消
融
雪
用
水
の
循
環
利
用

地
下
水
有
効
利
用
の
観
点
か
ら
、

既
設
の
消
雪
施
設
を
利
用
し
て
消
融

雪
水
の
循
環
利
用
を
、
主
要
地
方
道

魚
津
立
山
線
、
上
市
町
旭
町
地
内
で

諸

実
施
し
ま
す
。

一日

・
道
路
最
適
除
排
雪
シ
ス
テ
ム
の
研

&
究
道
路
構
造
や
沿
道
条
件
な
ど
を
勘

案
し
た
最
適
の
除
排
雪
方
法
策
定
を

め
ざ
し
、
長
期
的
な
除
雪
機
械
整
備

計
画
と
と
も
に
、
幹
線
的
歩
行
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
確
保
の
た
め
の
除
排
雪

モ
デ
ル
試
行
を
実
施
し
、
そ
の
費
用

計
画
的
な
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
流
雪
溝
も
含
め
、
河
川
等

へ

排
雪
す
る
際
に
は
、
ゴ
ミ
等
を
混
入

し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

側
マ
イ
カ
ー
使
用
の
自
粛

降
雪
時
に
は
、
道
路
事
情
も
悪
化

し
ま
す
。
マ
イ
カ
ー
使
用
を
自
粛
し

公
共
交
通
機
関
の
積
極
的
な
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

き
て
豪
雪
に
な
る
と
、
県
民
の
皆

さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
も
い
ろ
い
ろ

な
支
障
が
生
じ
て
き
ま
す
。
次
の
こ

と
に
十
分
注
意
し
て
安
全
で
快
適

な
暮
ら
し
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

-
付
近
に
な
だ
れ
の
危
険
箇
所
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
あ
ら
か
じ
め
連
絡
方

法
や
避
難
方
法
な
ど
を
確
認
し
て
お

長
C

キ
ナ
し
ょ
、
っ
。

-
除
排
雪
は
計
画
的
に
行
っ
て
く
だ

き
い
。
特
に
排
雪
の
方
法
に
つ
い
て

隣
近
所
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

λ
j

。
-
無
理
の
な
い
安
全
な
除
排
雪
作
業

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
雪
お
ろ
し
ゃ

用
排
水
路
等
へ
の
排
雪
は
、
危
険
が

効
果
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

制
齢
制
加
畑
山

初
約
U
M制
約
総
統
料
州
側

こ
の
よ
う
に
、
県
で
は
道
路
除
雪

体
制
の
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

除
雪
作
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
は

県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
必

要
で
す
。

川
自
宅
前
道
路
(
特
に
歩
道
)
の
除
雪

歩
道
に
つ
い
て
は
、
機
械
除
雪
の

困
難
な
箇
所
が
多
く
あ
る
た
め
、
住

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
御
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
地
域
ぐ
る
み
除

排
雪県
土
木
事
務
所

や
市
町
村
に
お
い

て
は
、

一
斉
除
排

雪
日
を
設
け
地
域

ぐ
る
み
の
共
同
除

排
雪
を
推
進
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
積

極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
県
で
は

地
域
ぐ
る
み
除
排

伴
い
ま
す
。
必
ず
見
張
り
の
人
を
付

け
ま
し
ょ
、
っ
。

-
早
め
早
め
の
雪
お
ろ
し
が
大
切
で

す
。
ま
た
こ
の
際
は
ガ
ス
管
、
電
線

等
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
除
排
雪
は
、
ル

l
ル
を
守
っ
て
み

ん
な
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮

し
の
お
年
寄
り
ゃ
身
体
の
不
自
由
な

人
の
世
話
の
除
排
雪
は
、
地
域
ぐ
る

み
で
協
力
を
し
助
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

-
雪
の
た
め
に
消
防
自
動
車
の
到
着

が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
火
事

に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
火
の

元
を
し

っ
か
り
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

雪
推
進
の
た
め
に
、
市
町
村
に
対
し

て
次
の
様
な
補
助
事
業
を
行

っ
て
い

ま
す
。

-
無
雪
害
街
づ
く
り
事
業

住
民
が
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
地

域
ぐ
る
み
で
雪
害
に
対
処
し
、
雪
に

強
い
県
土
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
今
年
度
は
二
十
市

町
村
に
お
い
て
計
画
策
定
や
流
雪
溝

消
雪
パ
イ
プ
、
小
型
除
雪
機
械
等
の

整
備
を
行

っ
て
い
ま
す
。

・
地
域
ぐ
る
み
除
排
雪
活
動
小
型
機

械
等
整
備
事
業

通
学
児
童

・
歩
行
者
の
安
全
確
保

の
た
め
、
歩
行
及
び
生
活
道
路
等
に

12  

企通学児童の安全を確保

除
排
雪
作
業
を
行
う
た
め
に
、
通

行
規
制
や
通
行
止
め
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
道
路
情
報
に
つ

い
て
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
さ
ら
に
詳
し
く
は

道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー

(宮
O
七

六
回
|
一二一一
ー
一
一
一
一
二
三
)
ま
で
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
県
の
除
雪
す
る
道
路
に
つ
い

て
問
題
等
が
あ
れ
ば
、
所
管
の
県
土

木
事
務
所
の
道
路
維
持
係
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

13  

土事務所木名 所管区域 連 絡 先

黒部市、入善町、朝日町、
'T939-06 

入善土木
下新川郡入善町上野字八幡11473

事務所 字奈月町
ft0765(72)1133 
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魚津土木

魚津市、滑川市 魚津市新宿10の7
事務所

ft0765 (24) 5311 

富山市の常願寺川以東、
'T930-02 
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事務所 舟橋村、立山町、上市町
ft0764 (63) 1101 

上記以外の富山市、 'T930 
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婦中町、山田村、八尾町、 富山市舟橋北町1の11
事務所

大沢野町、細入村、大山町 宮 0764(41) 2551 
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高岡土木
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事務所
下村 ft0766(21)9411 
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氷見土木

氷見市 氷見市朝日丘9の24
事務所

ft0766(74)0949 

'T932 
小矢部土木

小矢部市、福岡町 小矢部市今石動町2の13の1
事務所

ft0766 (67) 0262 

福野土木
城端町、平村、上平村、 'T939-15 
利賀村、圧川町、井波町、 東砺波郡福野町寺家330
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井口村、福野町、福光町 ft0763 (22) 3524 

県土木事務所へご連絡ください
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一日庁議から
県
民
の
、
県
民
に
よ
る
、
県
民
の
た
め
の
県
政
を

進
め
る
た
め
に
、
十
月
二
十
五
日
・
三
十
日
の
両
日
、

一
日
部
長
・
一
日
庁
議
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
、
広
く
県
の
主
要
施

策
等
の
認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

県
政
に
対
し
て
の
意
見
や
提
言
を
出
し
て
い
た
だ
き

県
政
を
よ
り
身
近
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

一
日
部
長
の
皆
さ
ん
は
、
左
下
表
の
方
々
で
す
。
県

政
に
対
し
幅
広
く
、
か
つ
率
直
な
意
見
や
提
言
を
頂

く
た
め
、
県
内
の
各
界
各
層
で
活
躍
さ
れ
、
県
政
に

対
し
て
深
い
関
心
を
も
た
れ
富
山
県
を
客
観
的
に
見

る
立
場
に
あ
る
皆
さ
ん
に
一
日
部
長
と
な
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

一日部長

県の行政機構
企辞令斐イオ

h
p
風
間
耕
司
さ
ん
(中
央
)

hv
リ
ン
ダ

ワ
ト
ソ
ン
さ
ん
、
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
で

-・E咽EヨE閣E理・・
-
県
政
の
重
要
施
策
の
企
画
立
案
及
び
調
整

-
総
合
計
画
・
重
要
要
望
事
項
に
関
す
る
事
項

.
交
通
体
系
の
総
合
的
な
連
絡
調
整

-
雪
対
策
の
総
合
的
な
企
画
及
び
調
整

-
高
等
教
育
機
関
整
備
の
企
画
及
び
調
整

.
県
政
の
公
聴
広
報

・
知
事

・
副
知
事
の
秘
書

・
県
の
歳
入
歳
出
予
算
、
税
、
そ
の
他
の
財
務

・
市
町
村
そ
の
他
公
共
団
体
の
行
政

一
般

-
議
会
及
び
県
の
行
政
一
般

-
統
計
、
条
例
の
立
案
に
関
す
る
事
項

-
社
会
福
祉
に
関
す
る
事
項

.
社
会
保
障
に
関
す
る
事
項

.
保
健
衛
生
に
関
す
る
事
項

.
保
健
所
に
関
す
る
事
項

-
商
業
及
び
工
業
に
関
す
る
事
項

.
計
量
に
関
す
る
事
項

・
労
働
に
関
す
る
事
項

-
農
業
及
び
水
産
業
に
関
す
る
事
項

.
農
地
関
係
の
調
整
に
関
す
る
事
項

.
主
要
食
糧
の
配
給
に
関
す
る
事
項

-
道
路
及
び
河
川
に
関
す
る
事
項

.
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項

-
住
宅
及
び
建
築
に
関
す
る
事
項

-
港
湾
そ
の
他
土
木
に
関
す
る
事
項

-
土
地
改
良
に
関
す
る
事
項

.
林
業
に
関
す
る
事
項

-
公
害
対
策
に
関
す
る
事
項

-
環
境
の
保
全
及
び
整
備
に
関
す
る
事
項

-
消
費
者
保
護
及
び
交
通
対
策
に
関
す
る
事
項

-
県
の
お
金
の
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と

.
国
の
債
権
の
管
理

・
国
の
歳
入
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と

-
公
営
企
業

(電
気
事
業
・
水
道
事
業
・
工
業
用
水
道
事

業
・
地
域
開
発
事
業
)
に
関
す
る
こ
と

-
学
校
教
育
に
関
す
る
事
項

.
社
会
教
育
ピ
関
す
る
事
項

知事公室長 風間耕司
プロカメラマン、イメージア yプ写真集編

集委員

総務部長 リンダ ・ワト ソン 宣教師夫人(小杉パブァスト教会)

厚生部長 谷野芙美子 谷野医院(内科、精神科)院長

商工労働部長 犬丸重樹 松下電子工業(捕魚津工場長

農業水産部長 村上紀義 富山県農協青年組織協議会委員長

土木部長 安 川 i京子
安川フア yションアート副社長、まちづく

りシンポジウムノfネラー

農地林務部長 田 ill ~訣之 (捕北木代表取締役社長

生活環境部長 前馬光子 県消費生活地方相談員

企業局長 中山あけみ 県政モニター (富山に居住して 4年)

東京オリンピック出場、長女 (加奈子さん)

教 育 長 安 目覚 全国中学選抜陸上競技大会100m(1年の部)

で、優勝

一日部長の方々
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叩
月
初
日

知
事
と

一
日
部
長
の
方
々
の
懇
談

会
、
「
一
日
庁
議
」
を
行
い
ま
し
た
。

一
日
部
長
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
県

政
に
対
し
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、

提
言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
懇
談

会
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

1
1
A
V
-
-

知
事

皆
さ
ん
、
今
日
は
、
ご
出
席

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

き

た

ん

た
。
皆
さ
ん
の
忌
慣
の
な
い
意
見
や

感
想
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
県

政
に
積
極
的
に
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
発
言
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

風
間

(知
事
公
室
長
)

い
ろ
い
ろ

な
県
の
事
業
を
見
せ
て
い
た
だ
き

行
政
を
身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
そ
こ

で
思
う
の
で
す
が
、
説
明
を
受
け
て

初
め
て
行
政
が
わ
か
る
、
身
近
に
感

じ
る
と
い
う
の
は
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
が
十
分
じ
ゃ
な
い
、
い
き
と

ど
い
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
が
雪
対
策
事
業
の
関

係
で
見
せ
て
い
た
だ
い
た
、
井
波
町

の
流
雪
溝
な
ど
は
、
そ
の
よ
い
例
だ

と
思
い
ま
す
。
県
は
も
っ
と
事
業
を

P
R
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
し

た
ね
。

ワ
ト
ソ
ン

(総
務
部
長
)

長
は
、
感
動
的
と
い
う
よ
り
も
お
も

し
ろ
い
経
験
で
し
た
。

日
部

化
し
て
ま
す
ね
。
新
し
い
設
備
・
機

械
を
導
入
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

，刀安
川

(土
木
部
長
)
都
市
開
発
、

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
面
で
思
う
の
で

す
が
、
区
画
整
理
事
業
等
ハ
ー
ド
な

も
の
だ
け
で
は
な
く
街
並
み
と
い

っ

た
よ
う
な
ソ
フ
ト
の
面
も
も
っ
と
重

視
さ
せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
よ
く
立
ち
退
き
問
題
等
で
、

住
民
と
行
政
の
側
と
で
う
ま
く
い
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
、

行
政
が
遠
く
に
あ
る
、

近
く
に
感
じ

ら
れ
な
い
事
に
原
因
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
行
政
は
、
事
業
の
計

画
等
を
も
っ
と
住
民
に
広
報
、

P
R

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
し

た
。

」
の
他
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
緩
和

の
た
め
の
婦
中
大
橋
の
建
設
と
い
う

情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
の
パ

l
ソ
ナ

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
と
て
も
興

味
を
引
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
県
税

事
務
所
で
は
、
そ
の
金
額
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
家
庭
で
は
、
せ
い
ぜ

い
数
万
円
、
数
十
万
円
ぐ
ら
い
の
事

し
か
考
え
な
い
の
に
、
県
税
事
務
所

は
、
数
百
億
円
と
い
う
金
額
を
毎
日

考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

谷
野

(厚
生
部
長
)

一
日
厚
生
部

長
と
し
て
総
合
衛
生
学
院
の
戴
帽
式

に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
粛
な
式
典
を
見
る
の

企谷野芙美子さん

ていのこ
みう料と
るこ金で
のとをす
もで払が
悪あう
くれと ー
はばす台
な、れ ー
いそば回
とれ可当
思を能り
い考だ百
まえと円

す
。

田
辺

(農
地
林
務
部
長
)

部
の
予

算
や
業
務
内
容
の
説
明
を
受
け
、
実

際
に
決
裁
な
る
も
の
を
や
ら
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
農
地
林
務
と
い
う
の

は
い
ろ
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
農
村
の
生
活
汚
水
は
生
活

環
境
部
で
は
な
く
農
地
林
務
部
の
所

管
だ
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

林
業
試
験
場
と
か
緑
化
セ
ン
タ
ー

な
ど
も
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

利
用
度
が
い
ま

一
つ
と
い
う
感
じ
が

し
ま
す
。
空
き
地
が
け

つ
こ
う
見
ら

れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
カ
ド
ミ
汚
染
田
の
復

元
に
つ
い
て
で
す
が
、
第

一
次
工
事

が
完
了
し
、
現
在
第
二
次
が
工
事
中

で
す
。
こ
れ
も
六
十
七
年
に
は
完
了

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
そ
れ
が
完
了
し
て
も
ま
だ
、
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
汚
染
田
が
残
る
こ
と

...安田寛ーさん

をのに
行計な
政画り
的はま
に、す

三 未が
十定
年とそ
かのの
らこ分
五とに
十 。 つ

年こい
かれて

は

一
人
の
町
中
の
医
師
と
し
て
、

大
変
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
個
人
病
院
で
は
、
ま
だ
看
護
婦

さ
ん
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
私
は
精

神
科
で
す
の
で
精
神
科
の
看
護
に
当
た

っ
て
く
れ
る
看
護
婦
さ
ん
が
も
っ
と

欲
し
い
で
す
ね
。

ま
た
、
高
志
学
園
、
高
志
リ
ハ
ピ

リ
テ

l
シ
ョ
ン
病
院
を
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
整
形
外
科
病
院
と
し

て
の
機
能
が
充
実
し
て
い
ま
し
た
が

も
っ
と
療
育
的
な
面
の
も
の
も
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。

犬
丸

(商
工
労
働
部
長
)

私
自
身

工
場
で
働
い
て

い
る
の
で
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
県
が
今
、
技
術
立
県
と

し
て
、
新
し
い
産
業
の
開
発
や
、
地

場
産
業
の
振
興
な
ど
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
る
の
か
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

県
内
の
人
、
県
外
に
い
る
人
達
に

富
山
が
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、

ん
も
っ
と
も
っ
と
打
ち
出
し
て
い
く
べ

苧
さ
で
す
。
ま
た
、
県
を
あ
げ
て
の

一

団

企

業

一
技
術
運
動
ゃ
、
異
業
種
間
で

削

の
技
術
交
流
な
ど
を
や
っ
て
み
る
の

も
良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

村
上

(農
業
水
産
部
長
)

説

明
を

受
け
て
思
っ
た
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ

り
重
要
事
項
が
多
い
で
す
ね
。
い
ろ

い
ろ
と
取
り
組
ん
で
い
る
姿
は
見
え

る
の
で
す
が
も
っ
と
納
得
の
で
き
る

18  

も
の
を
示
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

出
先
機
関
で
感
じ
た
の
で
す
が
、

行
政
側
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は

民
間
よ
り
か
な
り
遅
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
消
費
者
に

喜
ば
れ
る
商
品
の
開
発
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
畜
産
試
験
場
は
か
な
り
老
朽

け
て
復
元
す
る
な
り
、
な
ん
ら
か
の

形
で
処
理
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

も
の
と
思
い
ま
す
。

前
馬

(生
活
環
境
部
長
)

施

設

を

中
心
に
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特

に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
所
長
さ
ん
と

お
話
し
し
ま
し
た
が
、
今
の
時
代
に

は
、
女
性
の
力
が
も
っ
と
も
っ
と
必

要
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

中
山

(企
業
局
長
)

施

設

等

見

学

し
て
思
っ
た
ん
で
す
が
、
県
営
ダ
ム

発
電
、
上
水
道
・
工
業
用
水
道
・
ゴ

ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
等
こ
れ
ら
は
お
役

所
と
い
う
よ
り
も
企
業
そ
の
も
の
で

す
。い

た
だ
い
た
立
山
山
麓
ス
キ

l
場

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
と
て
も
良
く
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
県
も
こ
の

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
ス
の
よ
い

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
印
刷
物
を
作
っ

て
い
ろ
い
ろ
県
政
を

P
R
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

19  

そ
れ
か
ら
、
立
山
山
麓
周
辺
に
つ

い
て
で
す
が
、
年
間
を
通
じ
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
家
族
旅
行
村
の
キ
ャ

ン
プ
場
や
山
麓
展
望
台
は
、
も
っ
と

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
ス
キ

l
場
な
ど
で
も
も
っ
と

ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
も
ら

っ
て
も
良
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。

安
田

(教
育
長
)

教
育
の
熱
心
さ

に
は
感
、
七
し
ま
し
た
。
時
代
の
波
に

乗

っ
た
教
育
(
国
際
化
・
情
報
化
)



が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の

し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
つ
い

て
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
し
た
。

ま
た
、
知
事
は
、
「
健
康
・
ス
ポ
ー

ツ
の
日
本
一
」
へ
の
挑
戦
を
唱
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
実
際
の
教
育

現
場
に
お
い
て
は
、
ま
だ
浸
透
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
水
橋
高

校
の
部
活
動
で
も
専
門
教
師
の
配
置

が
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
特
別

講
師
に
つ
い
て
も
高
齢
の
方
が
多
く
、

も
っ
と
科
学
的
、
高
度
な
技
術
を
も

っ
た
若
い
人
を
確
保
す
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
施
設
の
再
点
検
も
必

要
で
す
し
、
土
質
を
吟
味
し
た
グ
ラ

ン
ド
の
整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

や
は
り
、
も
っ
と
教
育
の
現
場
、
学

校
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
県
守
つ
く
り
と
い
う

意
識
の
醸
成
が
必
要
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
じ
め
て
ス
ポ
ー

ツ
が
生
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

知
事
皆
さ
ん
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
共
通
に

感
じ
ら
れ
た
事
に
、
県
が
や
っ
て
い

る
仕
事
を
も
っ
と
積
極
的
に
広
報
、

P
R
す
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
他
に
何

か
あ
り
ま
せ
ん
か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
が
多
す
ぎ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
っ
と
セ
ン

ス
の
よ
い
、
お
し
ゃ
れ
な
ポ
ス
タ
ー

安
川

な
ど
人
に
訴
え
る
も
の
を
作
っ
て
見

て
は
ど
、
つ
で
し
ょ
、
っ
か
。

風
間

県
民
に
呼
び
か
け
て
県
民
の

撮
っ
た
良
い
写
真
フ
ィ
ル
ム
を
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
の
よ
う
な
も
の
を
作
っ
て

そ
こ
に
保
管
し
て
お
き
、
必
要
な
時

利
用
す
る
と
い
う
の
は
ど
う
で
し
ょ

、っか
。

安
川
県
民
の
撮
っ
た
写
真
を
県
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
載
せ
る
、
県
民
の

参
加
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

安
田

非
常
に
中
身
の
良
い
冊
子
も

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
を
し
て
は
ど
う
で

し
よ
う
か
。

中
山

富
山
は
、
水
が
お
い
し
い
、

お
祭
り
の
料

理
、
す
ば
ら
し
い
で
す
よ
ね
。
い
ろ

米
、
魚
が
お
い
し
い
、

ん
な
場
で
紹
介
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
で
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

知
事

か

競
技
力
の
向
上
は
絶
対
に
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
企
業
ス
ポ
ー
ツ

の
弱
体
を
感
じ
る
ん
で
す
が
、
携
わ

安
田

る
指
導
者
、
優
良
選
手
の
受
け
皿
と

な
る
企
業
が
少
な
い
の
で
は
。
受
け

皿
を
作
る
こ
と
が
二
千
年
国
体
に
向

け
て
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
商
工
労
働
部
長
を
務
め
ら
れ
た

犬
丸
き
ん
は
ど
う
お
感
じ
で
す
か
。

犬
丸

そ
う
で
す
ね
、
生
活
基
盤
か

ら
の
プ
ラ
ン
守
つ
く
り
が
必
要
な
の
で

は
、
そ
れ
と
、
富
山
へ
の
帰
属
意
識

/ 
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作
ら
れ
て
ま
す
ね
。
た
だ
、
表
紙
の

色
、
デ
ザ
イ
ン
が
悪
い
、
こ
れ
だ
け

で
誰
も
見
た
く
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

犬
丸

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
る
と
き

の
基
本
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
準
備
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

谷
野

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
を
ど
こ
に

置
く
か
も
、

P
R
と
い
う
う
え
で
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。本
屋
さ
ん
の
「
富

企安川涼子さん

つも 中 い山
ての 山 のの
も 、 で本
ら イとはコ
いメにな l
た l かいナ
いジくで l
での ー し」
す良目ょに
ねい見う置
。 もてかく
のわ 。 の

をか も
作る 良

県
で
も
、
大
き
な
計
画

・0
フ

ラ
ン
の
普
及
版
等
の
印
刷
物
は
、
デ

ザ
イ
ン
等
に
気
を
使
っ
て
い
る
の
で

す
が
、
今
後
は
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

知
事

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
と
い
う
事

で
し
ょ
う
。
富
山
を
出
て
行
く
人
の

中
に
も
富
山
に
居
た
い
と
思
う
人
が

け
つ
こ
う
い
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

こ
の
人
達
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

知
事
、
そ
れ
で
は
、

六
十
九

企中山あけみさん

る伴が年 安
のう提の 田
で施唱イ
し設さン
ょのれタ
う整て l
か備し、ハ
。 はまイ
どす
うが こ
な、千
っそ年
てれ固
いに体

知
事

富
山
市
五
福
周
辺
の
陸
上
競

技
場
、
野
球
場
等
の
整
備
は
行

っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

開
催
に
間
に
合
う
よ
う
大
規
模
運
動

公
園
を
中
心
に
、
各
施
設
を
順
に
整

備
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

風
間

施
設
と
い
う
と
日
頃
感
じ
て

い
る
事
が
あ
る
ん
で
す
が
、
休
憩
場

な
ど
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
着
色
し

た
、
ま
が
い
も
の
の
木
の
イ
ス
・
テ

ー
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
ね
。
あ
れ
は
、

良
く
な
い
。
子
供
達
に
は
、
木
の
イ

ス
や
テ
ー
ブ
ル
が
朽
ち
て
土
に
還

る
こ
と
を
教
え
る
べ
き
で
す
ね
。

私
も
そ
う
思
い
ま
す
。
学
校

の
机
な
ど
も
木
が
良
い
で
す
ね
。
傷

つ
け
た
り
、
穴
を
空
け
た
り
し
て
も

い
い
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ね
。
管
理

と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ

田
辺

よ
り
木
と
い
う
も
の
に
も

っ
と
も
っ

と
親
し
む
こ
と
の
方
が
大
切
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

風
間

富
山
に
は
、
富
山
の
植
生
に

あ
っ
た
樹
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
ふ
る
さ
と
の
森
を
作
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
街
路
樹
も
そ
れ
を
植
え

た
方
が
、
も
っ
と
富
山
ら
し
き
が
で

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

知
事

施
設
に
つ
い
て
も

企犬丸重樹さん

ろ
考
え
て
い
ま
す
。
新
し
い
施
設
を

作
る
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

既
存
の
施
設
を
上
手
に
利
用
す
る
こ

と
も
大
事
で
す
。
県
民
会
館
を
改
装

、通

〉

、‘

ト

v
，
ノ
、
v

に
、
セ
ン
ス
の
悪
い
も
の
は
直
し
て

い
き
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
ポ
リ
シ
ー
を

明
確
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
の
で
す
。
今
後
、
県
に
お
い
て
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
先
程
お
話
し
の
中
に

あ
り
ま
し
た
、
カ
ド
ミ
汚
染
田
の
件

で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
の
で
す
が

こ
の
件
に
つ
い
て
は
何
か
。

田
辺

長
期
的
な
話
な
の
で
す
が
、

汚
染
田
を
例
え
ば
学
校
林
と
し
て
活

用
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
と
緑

に
親
し
む
と
い
う
事
を
教
育
の
中
で
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実
践
し
て
い
く
場
と
し
て
利
用
し
て

い
く
ん
で
す
。

村
上
あ
の
カ
ド
ミ
米
の
事
件
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
美
味
い
富
山
米
の

イ
メ
ー
ジ
と
実
績
が
打
ち
砕
か
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
カ
ド
ミ
米
事
件
に

は
終
止
符
を
打
っ
て
く
だ
さ
い
。

風
間
う
ま
い
米
、
う
ま
い
魚
、
そ

れ
を
食
べ
な
が
ら
立
山
が
見
ら
れ
る
。

富
山
と
い
う
の
は
、
富
山
弁
と
郷
土

料
理
し
か
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

だ
け
ど
県
外
か
ら
来
て
そ
れ
が
食
べ

払
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
残
念
で
す

取
ね
。
県
営
又
は
第
三
セ
ク
タ
ー
で
レ

辺因企

し
、
県
民
ロ
ビ
ー
を
県
民
の
皆
さ
ん

に
開
放
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利

用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
カ
ド
ミ
汚
染
田
の
問
題
に

づ
い
て
も
、
本
当
に
農
業
を
し
た
い

人
の
た
め
に
は
優
良
農
地
に
も
ど
き

ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
う
で
な
い
人
に

対
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
検
討
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
街
路
樹
に
つ
い
て
も
適
地
適
木
、

富
山
に
適
し
た
木
を
交
通
と
い
う
面

も
考
慮
に
入
れ
、
自
然
に
近
い
形
で

配
置
す
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

今
日
は
、
皆
さ
ん
お
忙
し
い
な
か
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貴
重
な
時
間
を
さ

い
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日
の

ご
意
見
や
ご
提
言
を
今
後
の
県
政
の

参
考
に
そ
し
て
反
映
さ
せ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ど

う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

-HH
AV
-
-

今
回
、
こ
の
誌
面
に
ご
紹
介
し
ま

し
た
他
に
も
、
数
多
く
有
意
義
な
ご

意
見
、
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
県

は
こ
れ
ら
を
今
後
の
県
政
の
参
考
と

し
て
、
よ
り
よ
い
県
づ
く
り
を
す
す

め
戸議て
いなし、
た主き
だ、 ま

き文寸
ま中 ・ノO

し
た敬
称
は
略
さ
せ
て



シ
リ
ー
ズ

成
人
病
の
予
防

(
6
)

自

凪

血
管
の
中
を
流
れ
る
血
液
が
、
血

管
の
壁
を
押
す
力
を
血
圧
と
い
い
ま

す
。
血
液
の
量
が
増
え
た
り
、
血
管

の
抵
抗
が
増
加
す
る
と
血
圧
は
高
く

な
り
ま
す
。

高
血
圧
は
な
ぜ
起
こ
る

高
血
圧
の
八

i
九
割
は
、
原
因
の

は
っ
き
り
し
な
い
本
態
性
高
血
圧
と

よ
ば
れ
る
も
の
で
、
精
神
的
な
緊
張、

不
安
、
寒
き
、
過
労
、
睡
眠
不
足
、

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
食
事
、
食
塩
の
と

り
過
ぎ
な
ど
、
若
い
頃
か
ら
の
生
活

習
慣
が
ひ
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

高
血
圧
は
な
ぜ
危
険
か

高
血
圧
が
注
目
さ
れ
る
の
は
、
血

開
運
商
法
に
ご
用
心

悩
み
を
持
つ
人
や
病
弱
な
人
、
お
年
寄
な
ど

の
弱
み
に
つ
け
込
ん
で
、
開
運
に
つ
な
が
る
と

い
う
印
鑑
、
念
珠
、
大
理
石
の
つ
ぼ
、
多
宝
塔

な
ど
を
売
り
つ
け
る
商
法
が
跡
を
断
ち
ま
せ
ん
。

販
売
の
手
口
は

・
手
相
を
見
る
な
ど
し
な
が
ら
家
族
関
係
を
聞

き
出
し
、
子
や
孫
に
不
幸
が
訪
れ
る
の
で
開

運
の
印
鑑
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
勧

め
る
。

-
先
祖
の
悪
業
が
た
た
っ
て
い
る
の
で
悪
い
こ

と
が
起
こ
る
。
今
の
う
ち
に
多
宝
塔
を
買
っ

て
、
そ
の
因
縁
を
断
ち
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
わ
れ
た
。

・
業
者
の
営
業
所
や
ホ
テ
ル
の

一
室
に
つ
れ
こ

み
、
朝
か
ら
夜
ま
で
長
時
間
に
わ
た
っ
て
食

事
も
と
ら
せ
な
い
で
説
得
、
契
約
さ
せ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

昌

圧
の
高
い
こ
と
自
体
が
こ
わ
い
か
ら

高血圧から起こる病気

脳卒中

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
血
圧
が
長
く

続
く
と
脳
や
心
臓

・
腎
臓
な
ど
の
重

要
な
臓
器
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
起

」
す
か
ら
で
す
。

-
つ
ぼ
や
多
宝
塔
を
買
っ
た
こ
と
は
家
族
に
内

緒
に
し
な
け
れ
ば
効
果
が
な
い
と
言
わ
れ
た
。

悪
霊
に
と
り
つ
か
れ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
・
:
・

巧
妙
な
販
売
手
口
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

A
子
さ
ん
の
場
合
は
、
夫
が
病
気
で
寝
こ
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
息
子
が
交
通
事
故
に
遭
う
な

ど
心
配
ご
と
が
重
な
っ
て
い
た
時
、
先
祖
の
悪

霊
が
つ
い
て
い
る
た
め
に
不
幸
が
起
こ
る
。
大

理
石
の
つ
ぼ
を
買
っ
て
祈
る
こ
と
に
よ
り
悪
霊

を
と
り
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
勧
め
ら
れ
、

三

百
万
円
の
つ
ほ
と
、

二
百
四
十
万
円
の
墓
石
を

買
う
約
束
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
問
、

預
金
額
を
聞
く
な
ど
ど
れ
だ
け
お
金
を
持
っ
て

い
る
か
聞
き
出
し
、

一
度
に
払
う
お
金
が
な
い

と
い
う
と
、
「
出
し
お
し
み
す
る
な
、
ま
だ
あ

る
は
ず
だ
、

一
度
に
支
払
わ
な
い
と
祈
と
う
で

き
な
い
。
今
後
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
も

知
ら
な
い
。」
と
言
わ
れ
、
こ
れ
以
上
悪
い
こ
と

が
起
こ
る
の
が
恐
か

っ
た
の
で
、
預
金
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、

生
命
保
険
も
解
約
し
て
支
払

っ

た
と
の
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
金
額
が
大
き
く
病
人
の
支
払
い
も

あ
る
こ
と
か
ら
解
約
の
申
し
出
と
な

っ
た
も
の

で
す
。

幸
い
こ
の
ケ

l
ス
は
、
セ
ー
ル
ス
マ

ン
が
書

面
を
渡
し
て
い
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
、

全
額
返

金
さ
れ
ま
し
た
。

血
圧
値
は
変
動
す
る

分

仁二コ正常血圧

1959年WHO資料

区圧

圧

血

90mmHg末満

90mmH叫孔上
95mmHg:未満

95mmH叫孔上

高血圧

2
 
2
 

瞳麗掴

を
知

っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

高
血
圧
と
い
わ
れ
た
ら

血
圧
は

一
日
の
う
ち
で
も
、
か
ら

っ
て
か
な
り
変
動
し
ま
す
の
で

だ
の
調
子
や
運
動
・
精
神
状
態
に
よ

も
に
、
定
期
的
に
医
師
の
指
導
を
受

日
常
生
活
の
総
点
検
を
す
る
と
と

回
の
測
定
で
な
く
.
日
や
時
間
を
変

け
、
必
要
な
場
合
は
早
期
に
治
療
を

え
て
何
回
か
測
り
、
自
分
の
血
圧
値

ク
l
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

意
図
的
に
回
避
す
る
業
者

購
入
を
家
族
等
に
内
緒
に
す
る
よ
う
に
言
う

た
め
、
解
約
の
意
思
が
固
ま
る
の
が
遅
く
な
り

ク
l
リ
ン
グ

・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
て
か
ら
の
解

約
申
出
と
な
る
こ
と
、
ま
た
、
期
間
中
で
あ
っ

て
も
ク

l
リ
ン
グ

・
オ
フ
の
適
用
を
避
け
る
た

め、

一
括
し
て
支
払
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
損
料
な
し
の
解
約
は
困
難
な

場
合
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

B
子
さ
ん
は
、
印
鑑
(
十
万
円
)
の
契
約
に

始
ま
っ
て
、

二
カ
月
後
に
は
念
珠
(七
十
万
円
)

多
宝
塔
(
五
百
四
十
万
円
)
、
高
麗
人
参
濃
縮
液

(
二
百
四
十
万
円
)
、
計
八
百
六
十
万
円
の
契
約

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
麗
人
参
を
飲
む
と

調
子
が
悪
く
な
る
こ
と
か
ら
不
信
感
を
抱
く
よ

う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
解
約
申
出
に
対
し
て
業
者
は
、
多
宝
塔

と
念
珠
に
つ
い
て
は
初
%
、
高
麗
人
参
に
つ
い

て
は
初
%
の
損
料
を
支
払
う
と
と
も
に
、
印
鑑

と
手
を
つ
け
た
分
の
高
麗
人
参
を
買
い
取
っ
て

ほ
し
い
と
の
意
向
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
勧
誘
方
法
に
問
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
話
合

い
を
進
め
た
と
こ
ろ
、
買
取
り
分
も
含
め
て

三
十
万
円
余
り
の
損
料
を
払
う
こ
と
で
解
約
と

な
り
ま
し
た
が
、
業
者
か
ら
の
返
金
は
分
割
払

い
で
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

法
外
な
値
段
で
売
り
つ
け
る

こ
の
種
の
商
法
は
人
の
心
の
透
き
間
に
入
り

開
始
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

込
み
、
不
安
心
を
か
き
た
て
る
こ
と
か
ら
、
つ

い
そ
の
手
口
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
よ
う
で

す
。
ふ
と
気
が
付
い
て
解
約
と
い
う
こ
と
に
な

っ
て
も
業
者
は
な
か
な
か
解
約
に
応
じ
て
く
れ

ま
せ
ん
。

本
当
に
お
金
で
幸
せ
が
買
え
る
の
な
ら
よ
い

の
で
す
が
、
安
い
買
物
で
な
い
だ
け
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
す
る
と
開
運
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
り
ま

す
。
蓄
財
を
は
た
い
た
結
果
不
幸
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

わ
ら
に
も
す
が
り
た
い
気
持
ち
に
な
る
こ
と

は
誰
に
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
弱
味
に
つ
け
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
、

一
呼
吸
し
て
か
ら
判
断
し
た

い
も
の
で
す
。

(消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
)
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訪問販売に際し、契約の申込みをした目、

あるいは、契約をした日を含めて7日間以内

であれば、書面によって、申込みの撤回や契

約の解除をすることができます。

クーリング・オフを行った場合、損害賠償

とか違約金を支払う必要はありません。

砂クーリング ・オフが適用されない場合

-商品を受け取り、代金を全額支払った場合

・使用するとクーリング ・オフができなくな

ると、書面で通知されている法令で指定され

た消耗品を使用した場合

-乗用車を購入した場合など

クーリング・オフ制度



10月16日'"11月15日
10月16--18日 10月18白

星電富山県総合雪対策推進会議
雪対策に関する基本的事項や総合

雪対策基本計画について調査審議す

る、富山県総合雪対策推進会議が聞

かれました。

会議では、県が富山県総合雪対策

条例に基づいて策定作業を進めてい

る総合雪対策基本計画の素案と60年

度の実施計画案が報告され、委員の

皆さんから意見をお聞きしました。

県は、この意見を参考にしながら計

画を策定していきます。

~遼寧省農業代表団と
「協定書」調印

中国遼寧省孫奇副省長を団長とす

る中国遼寧省農業代表団一行7名か

来県され、「富山県と中国遼寧省との

農林水産業友好交流に関する協定」

に調印しました。

協定の内容は、富山県と遼寧省と

の間で、農林水産業に関しての情勢

の交換、技術交流、人材養成など広

範な交流活動を行うこと等を定めて

います。

現在、県では遼寧省から農業技術

研修員を受け入れるなど、交流を図

っていますが、この協定書の調印に

より、 一層交流が進むことになりま

す。

10月23日
麗果樹試験場竣工式
魚津市六郎丸にある農業試験場果

樹試験場の施設及ぴほ場の整備が完

了し、竣工式が行われました。

この試験場では、果樹優良品種の

選定、良質果実の安定多収技術の確

立、果樹の生産環境管理技術の確立

のため試験研究を続けています。

麗日本公衆衛生学会総会

聞かれる
第44回日本公衆衛生学会総会が富

山市で行われました。16日、総会会

場となった県民会館ホールは、全国

から集まった学会員、関係者で埋め

られました。

また、学会には16の分科会が設け

られ、それぞれ研究発表等が行われ

ました。

4
『駅
伝
競
走
大
会
1
3J
 

10月24日
麗知事のまちまわり・

語るつどい
知事のまちまわり・語るつどいが

朝日町で行われました。

ボランティアグループとの懇談会

や、地元住民と知事とのピーチバレ

ーボール交歓試合などを行い、朝日

中学校では、知事と全校生徒 848名

との合同昼食会が聞かれました。

また、老人福祉センターでは、住

民代表との「語るつどい」が行われ

ました。

10月17日
麗秋季国体結団壮行式
第40回国体秋季大会「わかとり国

イ本J(鳥取県)に参加する富山県選手

団370人の結団壮行式が県民会館で

行われました。

式では、知事から団員に激励の言

葉があり、これに応えてバドミント

ン成年女子出場の広瀬公代さんが、

「郷土を代表し、日頃の成果を十分

発揮し、精一杯頑張ります。」と団員

を代表して決意を述べました。

10月25・30日
麗一日部長・一日庁議
県民の皆さんに県政を知っていた

だき、そしてまた、いろんな意見、

提言をいただこうと一日部長・ 一日

庁議を実施しました。(詳しくは本文

16ページをご覧ください。)

10月30日
麗新しい博物館の構想を

富山県民総合博物館基本構想策定

委員会の初会合が聞かれました。

会議では、県内外の学術 ・文化 ・

社会教育の各分野から選ばれた20名

の委員がそれぞれの持つ博物館像に

ついての意見を述べました。委員会

は次回から基本構想の策定作業に入

札 61年度末までに構想をまとめる

予定です。

10月19・20日
麗特産王国フェスティパル
第2回特産王国フェスティパルが

テクノホールで聞かれました。

会場では、特産品の展示、即売の

ほか、スシの早喰いコンテスト、利

き酒会などのアトラクションも行わ

れ、訪れた約11万人のお客さんの注

目を集めていました。 10月27日
嵐富山を走ろう

富山県駅伝競走大会
第3回富山県駅伝競走大会が聞か

れました。富山 高岡聞のコースに

16郡市の精鋭が健脚を競い、男子は

富山市が、女子は小矢部市が優勝し

ました。好天に恵まれたこの大会で

は、大会新が6 (男 4、女 2)、区間

新が40(男19、女21)、区間タイ8(男

女、各4)と好タイムを記録しまし
た。

11月15白
星電大門町で知事のまちまわり
知事のまちまわり・語るつどいが

大門町で行われました。

福祉会館で、の懇談会や大門町企業

団地では知事と地元の住民の方々と

の意見交換が行われました。また、

知事は、粘土工芸センターや大円高

校などの施設を視察しました。10月29日
麗新しい富山のイメージを

知事とイメージディレクターによ

る懇談会が東京で聞かれました。

イメージディレクター制度とは、

県出身者または富山県にゆかりがあ

り、全国的に活躍している方をイメ

ージディレクターに委嘱して、富山

県のイメージアップを図るためのユ

ニークなアイデア、意見、提言を頂

くものです。この会の内容について

は、 1月号でお知らせします。

~北陸新幹線年内にも認可申請
懸案となっていました群馬県のル

ート問題が解決され、日本鉄道建設

公団から運輸省に対し、年内にも工

事実施計画の認可申請が提出される

見通しとなりました。
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スクランブル

-
富
山
県
特
別
分
譲
住
宅
制
度

こ
の
制
度
は
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

が
持
家
を
購
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
つ

く
ら
れ
た
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
が
適
用
さ
れ
る
に
は
富
山
県

住
宅
供
給
公
社
の
分
譲
住
宅
を
購
入
し
、

雪
に
強
い
住
宅
仕
様
で
あ
る
こ
と
が
要
件

と
な
り
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
特
典
が
あ

り
ま
す
。

①
住
宅
金
融
公
庫
の
融
資
額
が
割
増
さ

れ
ま
す
。

②
当
初
の
五
年
間
に
わ
た
り
、
公
庫
の

融
資
残
高
に
年
二
江
の
率
を
乗
じ
て
得

近代美術館

12月15日(日)まで

日本の現代美術の多様な動きを継続的に紹介する

長期的企画の5回目。今回は工芸作品からインダス
トリアル・デザイン、テキスタイルまで、現代生活

に関連した作品を幅広く集め、生活の用としての美

を紹介します。

た
額
の
利
子
補
給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(8
0
七
六
四
|
二一一一
l
l

五

二
二
一

)
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲

小
杉
町
南
太
閤
山
地
内
で
宅
地
分
譲
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン

ド
に
隣
接
し
、
公
園
や
緑
地
ス
ペ
ー
ス
が

多
く
、
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
で
す
。

宅
地
の
価
格
は
、

一
平
方
メ
ー
ト
ル
当

り
四
万
二
千
九
百
円
で
す
。
一

区
画
平
均

三
百
三
十
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
ゆ
と
り

の
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
を
お
求
め
の
方
に
は
、

最
適
で
す
。

ま
た
、
有
利
な
融
資
制
度
も
ご
利
用
で

き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
太

閤
山
住
宅
団
地
建
設
事

務

所

(
宮
O
七
六
六
|

五
六

|
O
二
こ
こ

ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

傘傘
「芹沢鮭介の美の

-映画会

12月7日(土)、 12月14日(土)

「日本の美術工芸J i志野焼」

世界」

-観覧料

般

700 (550) 

高大生|小中生

500 (350) 300 (200) 

( )内は20人以上団体料金

人 権ω共存

-
人
権
週
間

世
界
人
権
宣
言
が
昭
和
二
十
三
年
十
二

月
十
日
に
国
連
に
お
い
て
採
択
さ
れ
て
か

ら
、
今
年
で
三
十
七
年
に
な
り
ま
す
。
こ

の
日
を
我
が
国
で
は
「
人
権
デ

l
」
と
定

め
、
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週
間
を
「
人

権
週
間
」
と
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
人
権
の
正
し
い
理
解
の
た
め
講

演
と
映
画
の
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
十
二
月
四
日
富
山
県
民
会
館

十
二
月
六
日
高
岡
市
役
所

い
ず
れ
も
、
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
で

す
。
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

P ト

川三議辺
1絃ふき

tえ

r、
~μ F 

語

審掠
仁三戸訟

議議
以ぷ総

おぺ

情勢
く口、口ぐJ

J
g
 
、、3f
 

u
L
 

3 
づ
ぷコ E 

1
 

1

a

 

/~子、、、、
。

，機
国際:
j築

12月街頭献血日程

月日曜 場 所 時間 月日曜 場所 時間

1211 (日 黒部市メルシー前 10 ∞~15 30 1211~日 富山西武前 10 ∞~16 ∞ 

3~ 立山町役場前 10 ∞~15: 3O 21仕 魚津サンプラザ前 10 ∞~15 30 

7位 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 

高岡駅前 10 ∞~15 : 3O 22:日 高岡駅前 10 ∞~15 : 3O 

8(日富山市中央通り前 10 ∞~16 ∞ 2a:土 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 

14(土 富山駅前 10 ∞~16 ∞ 高岡駅前 10 ∞~15 : 3O 

高岡駅前 10 ∞~15: 3O 

26 

-
国
勢
調
査
結
果
概
要

昭
和
六
十
年
十
月

一
日
(
火
)
に
実
施
し

た
第
十
四
回
国
勢
調
査
に
お
け
る
富
山
県

の
集
計
速
報
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
一一

八、
二一
六
四
人

¥
男
五
三
八
、
九
四
五
人

/
女
五
七
九
、
四

一
九
人

三
O
O
、四
三
O
世
帯

人

口

世
帯
数

一
世
帯
当
た
り
人
員

人
口
密
度

画[1] 固園固属国面E匝配層面画面

三

・
七
二
人

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

ヱ
ハ
三

・
O
人

ε翠lmII翠盟fiP1WeJ
-困りごと相談所
警察本部防犯少年課
宮0764-33-8080

・覚せい剤・サラ金相談
警察本部生活保安課
ft0764-41-8904 

・暴力団ゼ口110番
警察本部捜査第二課

宮0764-42-0110
このほか各警察署でも受け

付けています。

監主孟益基量亘語草9

-消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮0766-25-2777

2フ

-消費生活センター
富山市安住町7-i8
安住町第一生命ビル内
宮0764-32-2949

-・・ ~ 翠.....軍国・・・

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)
告(0766)21-9411 

砺波市幸町1-7(総合庁舎内)
号 (0763)33-5151 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)
告 (0765)24-5311 

富山市新総曲輪1-7(県庁内)
台 (0764)31-4111 ('代)
31-3131C県民電話)-‘ 

主

-高岡地方県民相談室

-魚津地方県民相談室

-砺波地方県民相談室

談相民-県
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必
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に
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円
、

X
N

薬
の
と
や
ま
雪
の
と
や
ま

山
口
県
の
方
へ
帰
省
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
不
思
議
な
事
に
お
土
産
が
富

山
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
か
ま
ぼ
こ
、

ふ
ぐ
等
の
海
産
物
、
海
辺
だ
か
ら
で

し
ょ
う
か
。

私
の
友
達
の
お
父
さ
ん
な
ど
は
、

私
が
富
山
か
ら
帰
る
と
聞
く
と
、
「
あ

あ

1
0
0さ
ん
は
、
富
山
の
く
す
り

う
り
の
と
こ
ろ
に
い
る
ん
じ
ゃ
な
あ

1
。
」
な
ど
と
、
ど
う
も
富
山
の
イ
メ

ら
え
て
い
る
様
で
す
。

ー
ジ
を
ひ
と
昔
前
の
イ
メ
ー
ジ
で
と

富
山
の
く
す
り
売
り
も
と
て
も
素

朴
で
良
い
の
で
す
が
、
そ
う
い
う
人

達
に
、
富
山
は
、
大
き
な
工
場
も
あ

シリーズ⑩

協調
カキーンとホームラン

福光町の木製品

とマま
り
、
街
も
大
き
い
し
、
文
化
面
で
も

め
ぐ
ま
れ
て
い
ま
す
ョ
と
話
す
と
、

み
ん
な
ぴ
つ
く
り
し
ま
す
。

の
は
末
の
男
の
子
(
四
歳
)
、
毎
日
元
気

に
遊
ん
で
い
ま
す
。
冬
に
な
っ
た

な
ら
、
雪
が
、
彼
の
心
を
、
強
く
た

く
ま
し
い
も
の
に
鍛
え
て
く
れ
る
で

し
ょ
、
っ
。

宅吉
田ヨ

山
市

女

北
陸
と
い
う
と
、
裏
日
本
:
:
:
、

冬
:
:
:
寒
い
:
:
:
な
ま
り
色
の
空
:
・

つ
め
た
い
雨
:
:
:
暗
い
/
・
と
な
る
の

で
し
ょ
う
。
私
も
最
初
は
、
ほ
ん
と

う
に
そ
う
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
富

山
に
来
て
五
年
過
ぎ
て
も
ま
だ
雪
が

め
ず
ら
し
く
、
雪
か
き
が
子
供
と
一

緒
で
大
好
き
で
す
。

確
か
に
冬
は
寒
く
て
、
道
路
は
悪

い
し
、
不
自
由
な
事
も
多
く
あ
り
ま

す
が
、
パ
ス
の
運
転
手
さ
ん
の
雪
道

の
上
手
な
運
転
に
は
ぴ
つ
く
り
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

私
の
郷
里
で
は
、

雪
が

一
O
Hン
M

も
積
も
れ
ば
、
車
は
ノ
ロ
ノ
ロ
、

汽

車
は
ス
ト
ッ
プ
、
パ
ニ
ッ
ク
で
す
。

こそ
のの
す・点
ご・富
き・山
はは
いす
っこ
たい
いと
な思
んい
だま
ろす

にう
負 と
け思
ない
いま
そ・す

ぢ・北
か・陸
ら・の
を人
持は
っ
て 雪

い
る
と
思
い
ま
す
。
少
し
の
雪
ぐ
ら

い
で
は
負
け
な
い
力
が
ど
ん
な
小
さ

な
子
に
も
あ
る
様
で
す
。

我
が
家
で
富
山
弁
の

一
番
上
手
な

ス
ポ
ー
ツ
と
言
え
ば
、
真
先
に
野

球
を
思
い
浮
か
べ
る
人
も
少
な
く
な

い
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
の
野
球
と

切
っ
て
も
切
り
離
せ
な
い
の
が
バ
ッ

ト
で
す
。

福
光
町
に
は
、
現
在
、
入
社
の
バ

ッ
ト
製
造
工
場
が
あ
り
、
全
国
の
五
0

1
六
O
は
の
パ
ッ
ト
を
作
っ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
野
球
の
選
手
も
、
そ
の
ほ

味ム

こ
の
県
民
ひ
ろ
ば
で
は
、
県

民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
、
提
言

な
ど
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
あ
な
た
が
、

今
、
富
山
県
に
つ
い
て
思
っ
て

い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
下
さ
い
。

富
山
県
庁
広
報
課

「
県
民
ひ
ろ
ば
」
の
係
ま
で
。

と
ん
ど
が
福
光
産
パ
ッ
ト
の
愛
好
者

と
い
っ
て
い
い
く
ら
い
で
す
。

パ
ッ
ト
づ
く
り
は
職
人
芸
で
す
。

一
人
前
に
な
る
ま
で
十

1
十
五
年
を

要
し
ま
す
。
粗
削
り
、
少
年
用
パ
ッ

ト
づ
く
り
な
ど
、
下
積
み
的
な
技
能

を
磨
き
上
げ
、
軟
式
・
硬
式
用
パ
ッ

ト
の
製
造
に
入
り
ま
す
。
プ
ロ
野
球

選
手
の
バ
ッ
ト
を
作
る
時
は
、
こ
と

く

じ

22 

23 

24・25

26・27

28 

苦笑3

28  

シリーズ成人病の予防(6) 

高血圧

くらしの相談室

トピックス

情報スクランプル

県民ひろば一一一一

シリーズ特産王国とやま

エッセー「祖先の故郷を尋ねる人たちJ石崎直義一表2

クロースεアップ

ノ〈ードウオッチング探鳥会に出かけませんか一 1

二十一世紀をめざした新しい県づくり一一一一一 2~9

雪害のないまちづくりはみんなの協力で一二一一1O~13

TOYAMA JUST NOW 

「ベニズワイガニ」

身近に感じる県政

一日部長、一日庁議から 16~21 

14・15

12月号

• 
も

き
ら
慎
重
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
北
海

道
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
原

木
の
吟
味
か
ら
始
め
ま
す
。
選
手
の

好
み
に
応
じ
た
バ
ッ
ト
を
作
る
た
め
、

一
本
、
一
本
、
て
い
ね
い
に
手
作
り

し
ま
す
。
長
さ
、
太
き
、
重
き
、
グ

リ
ッ
プ
の
型
な
ど
、
選
手
そ
れ
ぞ
れ

好
み
が
違
い
ま
す
。
研
磨
す
る
ろ
く

ろ
の
脇
に
計
量
器
を
置
き
、
削
っ
て

は
計
り
、
計
っ
て
は
削
り
、
こ
れ
を

繰
り
返
し
ま
す
。
グ
リ
ッ
プ
の
具
合
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
、
パ
ッ
ト
の
芯
の

具
合
、
た
ん
ね
ん
に
調
べ
調
整
し
ま

す
。
パ
ッ
ト
一
本
の
出
来
が
、
ヒ
ッ

ト
数
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
数
に
つ
な
が
る

の
で
作
業
は
慎
重
そ
の
も
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
パ
ッ
ト
作
り
で

す
が
、
近
頃
は
、
金
属
パ
ッ
ト
の
普

及
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
三
分
の

一

程
度
の
需
要
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
パ

ッ
ト
作
り
の
貴
重
な
技

を
、
他
方
面
に
も
生
か
そ
う
と
新
商

品
の
開
発
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特

に
、
最
近
プ

l
ム
の
ゲ

l
ト
ボ

l
ル

の
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
ゴ
ル
フ
の
ウ
ッ
ド

は
、
ヒ
ッ
ト
商
品
と
し
て
積
極
的
に

生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

バ
ッ
ト
の
次
の
ヒ
ッ
ト
商
品
、
ホ

ー
ム
ラ
ン
商
品
の
開
発
研
究
に
も
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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